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伝
統
芸
能
の
継
承

　
今
や
世
界
無
形
文
化
遺
産
と
な
っ

た
〝
歌
舞
伎
〟。
下
呂
市
に
は
二
つ
の

地
歌
舞
伎
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
下
呂
市
御
厩
野
の
鳳
凰
座
歌
舞
伎

保
存
会
の
会
員
を
中
心
に
、
地
歌
舞

伎
の
普
及
啓
発
と
さ
ら
な
る
演
技
力

の
熟
成
、
そ
し
て
次
世
代
の
担
い
手

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、「
鳳

凰
座
歌
舞
伎
人
材
育
成
事
業
実
行
委

員
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
「
歌

舞
伎
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
７

月
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
歌

舞
伎
体
験
は
来
年
２
月
ま
で
に
計
26

回
行
な
わ
れ
、
い
ず
れ
の
回
か
ら
も

随
時
参
加
が
可
能
で
、
見
学
も
で
き

ま
す
。
プ
ロ
の
指
導
者
が
、
台
詞
の

基
本
や
立
ち
回
り
、
化
粧
や
着
付
け

な
ど
を
初
心
者
で
も
親
切
に
指
導
し

て
く
れ
ま
す
。

　
多
く
の
市
民
の
参
加
に
よ
る
地
域

活
性
化
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
か
け
る
思
い

　〝
地
歌
舞
伎
の
伝
統
を
後
世
に
〟

と
の
思
い
か
ら
、
実
行
委
員
長
を
務

め
る
曽
我
軍
二
さ
ん
（
72
歳
）
は
、

「
大
変
良
い
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
た
ち
保
存
会
会
員
に
と
っ
て

も
貴
重
な
体
験
で
す
。
是
非
、
市
民

の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
歌
舞
伎
を
始
め
た
ば

か
り
の
田
中
雄
一
郎
さ
ん
（
30
歳
）

は
、「
職
場
の
先
輩
に
誘
っ
て
も
ら
っ

た
の
が
き
っ
か
け
。
伝
統
芸
能
の
歌

舞
伎
を
演
じ
る
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ

ま
す
」
と
、
地
歌
舞
伎
を
演
じ
る
喜

び
の
声
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
も
歌
舞
伎
役
者

　
実
行
委
員
会
で
は
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
下
の
日
程
表
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
興

味
の
あ
る
内
容
だ
け
で
も
結
構
で
す
の

で
、
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
会
場
は
、
い
ず
れ
も
鳳
凰

座
で
19
時
か
ら
22
時
ま
で
で
す
。
ま
ず

は
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
参
加
無
料
で
す
が
、
小
道
具
な
ど

実
費
負
担
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
持
ち
物
・
浴
衣
な
ど
袂
の
あ
る
着
物
、

帯
（
男
性
は
角
帯
・
女
性
は
半
幅
帯
）

肌
着
、
ス
テ
テ
コ
、
腰
ひ
も
３
本
、

白
足
袋
、
扇
、
手
ぬ
ぐ
い

【
お
問
合
せ
・
参
加
申
し
込
み
】

　

事
務
局
・
河
村
力
三

▼
携
帯
０
９
０
・
７
６
０
５
・
７
２
２
３

▼
フ
ァ
ッ
ク
ス 

０
５
７
６
・
26
・
３
４
６
０

古くから守り伝えられてきた伝統芸能の一つ「地歌舞伎」。
このかけがえのない伝統芸能を絶やさないようにと、鳳凰座歌舞
伎保存会の皆さんが中心となり実行委員会を結成しました。国の
支援を受けながら歌舞伎体験のワークショップを行い、プロ歌舞
伎との合同公演を予定しています。　【教育委員会・社会教育課】

地歌舞伎の伝統
を後世に

（敬称略）
【第40回全日本中学校陸上競技選手権大会出場】
（8/19～22・愛知県名古屋市）

　出場　　▶ 110mH・熊﨑大和（下呂中３年）
▶ 100mH・市村紅葉（金山中３年）

◆陸上競技（8/10・愛知県名古屋市）

　出場　　▶ 1 年 800m・塚中碧泉（萩原南中１年）▶砲丸投・成瀬雅哉（小坂中３年）▶
110mH・熊﨑大和（下呂中３年）▶棒高跳・田口幸志郎（同３年）▶ 3000m・蓑島晃佑（同３
年）▶ 1 年 100m、低 4 × 100mR・松嶋真矢（同１年）▶走高跳・中井翔輝（同２年）▶棒高跳、
4 × 100mR・田野上聖太（同３年）▶ 4 × 100mR・長尾生成（同３年）▶ 4 × 100mR・松田太
一（同２年）▶走幅跳、4 × 100mR・中山雄斗（同３年）▶低 4 × 100mR・宮本麻菜（同２年）
▶低 4 × 100mR・田口未侑（同１年）▶低 4 × 100mR・熊﨑真子（同２年）▶低 4 × 100mR・
田中美音（同２年）▶低 4 × 100mR・岡本夏鈴（同２年）▶ 1500m・細江美玖（同２年）▶砲
丸投・林芹圭（竹原中２年）▶ 400 ｍ・棚橋陸（金山中３年）▶ 1 年 1500 ｍ・伊藤翼（同１年）
▶ 100 ｍ H・市村紅葉（同３年）▶ 1500 ｍ・亀山茜（同３年）▶ 砲丸投・中島亜美（同３年）

【第35回東海中学校総合体育大会出場】
◆ソフトテニス男子（8/7～8・三重県四日市市）

　出場　　▶ダブルス・林龍輝・松井晃大（萩原北
中３年）

鳳凰座歌舞伎定期公演の１コマ

実行委員長の曽我軍二さん

歌舞伎１年目の田中雄一郎さん

人材育成ワークショップ日程表
内　　容

台詞の基本
衣装の着付

歌舞伎の立ち回り
15,16 時代の見得

17 世話の見得
29,30,31 歌舞伎の化粧

歌舞伎の化粧（立役・隈取）
鳳凰座とプロ歌舞伎との
合同公演（下呂交流会館）

日　　程
９月 4,5,17,18,19 日
11 月 6,7,27,28,29 日

12 月 11,12, 日

H26 年１月
15,16,17,29,30,31 日

H26 年 2 月 4,5,6,7 日
２月
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手話奉仕員養成講座を開校します！
　市では聴覚に障がいのある皆さんの福祉向上を願い、手話のことなどを学んでいただくため、手話奉
仕員養成講座を開催します。
　この講座は初めて手話を学ぶ人を対象としていますので、手話の勉強をしてみたい方は、ぜひこの機
会にご参加ください。

◆ 開催期間
▷（入門課程）平成 25 年10月７日～平成26年３月31日
　（基礎課程）平成 26 年４月７日～ 11 月中頃まで
　原則、毎週月曜日の 19 時 30 分～ 21 時まで
　※入門課程及び基礎課程それぞれ 80％以上の
　　出席を持って全課程修了とします。
◆ 開催場所▷下呂交流会館　多目的会議室　A
◆ 募集人数▷ 25 人
◆ 対 象 者▷手話初心者の方（１８歳以上の方）
◆ 受 講 料▷無料
◆ 使用するテキスト　２冊
　『入門 新手話教室』　  　　　￥1,200
　『手話教室 基礎〔改訂版〕』　￥1,470
　　※テキスト代は、個人負担をお願いします。

◆ お申込み方法
   ①氏名 ②住所 ③生年月日 ④電話番号 ⑤テキ
　ストの要否を電話又はファックスで下呂市役所 
　社会福祉課までお申し込みください。
◆ 申込期限　９月 20 日（金）まで
※奉仕員養成講座終了後、下呂市手話奉仕員登録の募集を

行いたいと思いますので、ご協力をお願いいたします。
【問合先】福祉部社会福祉課☎ 52-3936（内線 605）
　　　　　　　　　　  　  FAX52-3915

　２日間で、甲種防火管理者としての資格取得のた
めの講習会を実施します。
◆日時　10月 23日（水）・24日（木）9 時～16 時
◆定員　50 名（定員になり次第締め切ります）
◆申込受付期間　9月12日（木）～10月 3日（木）
◆受講料　1,600 円（テキスト代）
※市内各消防署・分署に申込用紙があります。
◇問合先／消防本部予防課☎ 25-5119

平成25年度甲種防火管理新規講習　25年度自衛官募集
◆防衛医科大学校（医学科）高卒（見込含）21才未満
　受付期間（試験日）・・・9/5 ～ 9/30（11/2.3）
◆防衛医科大学校（看護学科）高卒（見込含）21才未満
　受付期間（試験日）・・・9/5 ～ 9/30（10/19）
◆防衛大学校（推薦）　高卒（見込含）21才未満
　受付期間（試験日）・・・9/5 ～ 9/9（9/28.29）
◆防衛大学校（総合選抜）高卒（見込含）21才未満
　受付期間（試験日）・・・9/5 ～ 9/9（9/28）
◆防衛大学校（一般・前期）高卒（見込含）21才未満
　受付期間（試験日）・・・9/5 ～ 9/30（11/9.10）
◇問合先／自衛隊高山出張所　☎ 0577-32-3028

　市では、身体障害者手帳の交付対象とならない
18 歳未満の児童が補聴器を購入する際の費用を助
成します。詳細につきましては、担当課までお問い
合わせください。
◇問合先／福祉部社会福祉課☎ 52-3936（内線 605）

新たに難聴児補聴器購入費等助成を始めました 　岐阜県立下呂特別支援学校の学生が製作した美
術作品と実習作品の展示を行います。
◆場所　湯の街ギャラリーさんぽ道
◆期間　9月4日（水）～11月 4日（月・振休）
◆時間　10 時～18 時　（毎週火曜日定休）
　特別支援学校の学生が手掛けた作品を多くの市民
や観光客の皆さんに鑑賞していただき、同校の活動
が広く知られるきっかけになることを願っています。
◇問合先／観光商工部観光課
　　　　　　　　　　　　☎ 24-2222（内線 158）

　　湯の街ギャラリーさんぽ道
　　　　　　「下呂特別支援学校展」

9月20日はバスの日
バスがつなぐ　ひと・まち・みらい


